
「地域ポイント事業」及び「フードシェア・マイレージ実証事業」
を実施します

平成30年7月19日市長定例記者会見



1 美園タウンマネジメント協会について

・ 本市の副都心である美園地区の定住人口と交流人口を増やすことを
目的として、「公民＋学」が業界の枠を超えて連携する本協会を平成27
年8月に設立
・ 「安全・安心」、「快適・便利」、「楽しく・豊か」なまちづくりを推進するた
め、美園タウンマネジメント協会を通じて、ICTを活用した先進的なサービ
スを順次展開している

モビリティシェアリングサービス



２ 地域ポイント事業実施の背景

ネットショッピングの激増 再配達問題 売上の激減や閉店

地域ポイント事業の実施で

見守り機能低下
災害時の共助

さいたま市商業統計調査結果報告書より
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３ 地域ポイント事業の「名称」及び「PRキャラクター」

「名称」及び「PRキャラクター」お披露目式の様子



・ポイントサービスには「さいたま市みんなで健康WAONを使用」

・加盟店でのお買い物時に100円で1ポイント付与、

1ポイントを1円で使用可能

・地域イベント・ボランティア活動への参加等による

ポイント付与、 花火大会等の地域イベント優待や

本市だけの“ならでは特典”へのポイント交換も

順次企画中

4 地域ポイント事業の概要

さいたま市みんなで
健康WAONカードを活用
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意欲は、９割と非常に高い。

5 本市の食品ロスの状況
食品ロス発生状況

もえるごみに占める食品ロスの割合・発生量（推計）

食品ロス発生量（推計）

年間 約14,000ｔ
= 1人1日あたり 約30ｇ

合計
89.4 ％

もえるごみ
（家庭系ごみ）
約22万ｔ

食品ロス
・手つかず食品
・食べ残し

6.3％

食品廃棄物
15.9 ％

その他
77.8 ％

資料｜平成29年度市区町村食品ロス
実態調査支援事業（環境省）



6 食品ロス削減に向けた施策展開
施策展開の方向性

• 平成30年３月に策定・公表した「第４次さいたま
市一般廃棄物処理基本計画」で「食品ロス削減」
を施策の柱に位置付け。

• 食品ロスの発生要因に応じた施策を展開。

食品の「保存」により生じる食品ロスの対策

特定非営利活動法人フードバンク埼玉と連携・協力
し、「フードドライブ※」を推進する。
※ 家庭の余剰食品をフードバンクを通じ、地域の福祉施設等に寄付する活動。

食品ロスの発生を抑制

買い出し・保存

食品ロスの「発生要因」に応じた施策展開

使い忘れ等 過剰除去 食べ残し

特売で買った缶詰やいただきもの
がたくさん残っている…
捨てるのはもったいないけど、
家庭では食べきれない…

フードバンクとは
余剰食品の有効利用を図る団体。
市内で活動する特定非営利活動法人
フードバンク埼玉と連携・協力。

市 さいたま市

寄付

食品ロス削減
食品を福祉施設等で消費

福
祉
施
設
等

ハブ（橋渡し）の役割
余剰食品を回収、フードバンクに引渡

フードバンクとの
協定に基づく取組

消費行動の流れ

「フードドライブ」のスキーム
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ー
ド
バ
ン
ク

回収 無償提供

施策展開のスキーム

調理 食事
（家庭・外食）



環境局 資源循環推進部資源循環政策課 政策推進係
内線 31607 特定非営利活動法人フードバンク埼玉との協定

協定締結
平成30年７月18日
協定内容
フードドライブの推進に関する取組の

「企画立案」に関すること
ア イベント回収
• 環境フォーラム等のイベントで、さいたま市が回収した食品をフー
ドバンク埼玉に無償で提供。

イ 常設回収（詳細は、次ページ参照）
• 平成30年８月から美園地区・岩槻地区で先行導入される地域ポイン
トを活用し、アーバンデザインセンターみそので窓口回収を行う。

フードドライブの推進に関する取組の
「広報啓発」に関すること

• フードドライブの広報啓発を、さいたま市と特定非営利活動法人
フードバンク埼玉が連携・協力して実施。

法人設立
平成29年10月2日（フードバンク活動は平成23年3月から実施）
事業内容
社会的支援を必要とする人及び団体などへ食品提供
を行うフードバンク事業 等
フードバンク事業の食品取扱量
28トン（平成29年度実績）
・保存食品（缶詰、瓶詰類） ・インスタント食品、レトルト食品
・ギフトパック（お歳暮等） ・調味料各種、食用油 等

フードバンク事業の食品提供先
児童養護施設、生活困窮者支援団体、子ども食堂等

回収した食品

協定の内容 特定非営利活動法人フードバンク埼玉の概要

フードバンク埼玉 提供の様子



環境局 資源循環推進部資源循環政策課 政策推進係
内線 31608 フードシェア・マイレージ（実証事業）

• 家庭の余剰食品を回収し、その内容量に応じて地
域ポイントを付与する取組「フードシェア・マイ
レージ」を平成30年８月からスタート。

• 食品の内容量により「１ポイント/100g」を付与。

• 本事業は、フェリカポケットマーケティング㈱の
協賛（ポイント原資の拠出）による実証事業。
※ 平成30年8月から平成31年3月までの予定。

回収する食品（以下の４条件を満たすもの）
① 賞味期限が明記され、２か月以上あるもの
② 常温で保存可能なもの
③ 未開封であるもの
④ 破損で中身が出ていないもの ・さいたま市の財政負担はゼロ！

・地域ポイントを活用したフードドライブは国内初！

地域商店
（美園地区・岩槻地区）

③地域経済の発展
ポイントを基に地域で消費

広報啓発

地域ポイント
のユーザー

食品を提供したユーザーに
回収拠点でポイントを付与。

フードシェア・マイレージ

無償提供連携・協力

協賛企業

ポイント原資
の拠出 ②福祉の推進

余剰食品の寄付

余剰食品の回収拠点

①食品ロス削減
余剰食品を回収拠点に持参

事業スキーム
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